
○

　このほか、建設現場における遠隔臨場の試行的導入などの感染症対策や外国人技能実習

生の受入支援、令和２年度決算剰余金の積立てなどを予算化するとともに、公共施設の管

理運営業務委託や道路・河川の県単独公共事業などについて債務負担行為を設定

※四捨五入のため積上げと計が一致しない箇所がある

（参考）

　平成２２年度以降の震災対応予算の累計は、６兆５，２９１億円（総会計）

うち 震災対応分 224,900 44,026 5,696 49,722 22.1

計（総会計） 1,760,608 1,683,629 34,224 1,717,853 97.6

うち 震災対応分 398 121 121 30.5

公 営 企 業 会 計 47,665 45,331 45,331 95.1

うち 震災対応分 627 120 120 19.1

準公 営企業会計 3,919 7,247 7,247 184.9

うち 震災対応分 2,219 2,468 2,468 111.2

特 別 会 計 405,036 397,401 397,401 98.1

97.2

うち 震災対応分 221,656 41,317 5,696 47,013 21.2

今回補正額 補正後予算額 B

一 般 会 計 1,303,988 1,233,650 34,224 1,267,874

令和３年度１１月補正予算（第８号）案の概要

Ⅰ　予算編成の考え方

○ 　今回の補正予算は、新型コロナウイルス感染症への対応として、平成２６年以来となる

米価の下落状況を踏まえた営農継続支援をはじめ、みやぎ米を含む県産品の需要喚起に向

けた取組やデジタル技術等を活用した感染症対策の推進などに要する経費を予算化

　具体的には、みやぎ米の新たな販路開拓や更なる消費拡大支援、ＥＣモールの活用によ

る県産品の販売支援などに迅速に取り組むとともに、安定した所得確保につながる作付転

換に対する支援を大幅に拡充するなど、営農継続に向けた各種支援策を予算化

　※平成２２年度から令和２年度は最終予算額、令和３年度は１１月補正（第８号）後現計の累計

○

Ⅱ　予算規模

（単位：百万円，％）

区　　分
令和２年度

11月現計予算額
 A

令和３年度予算額 対前年度比較
(B/A)×100現計予算額

宮 城 県

令和３年１１月


